
ーー九番は
平
時
に
硬
っ
て
膳

な
り
ま
せ
ん

わ
が
町
の
財
政
状
況

卦
鞭
　
昭
和
四
三
年
度
決
算

納
め
た
税
は
ど
う
使
わ
れ
た
か

昭
和
四
三
年
度
の
決
算
が
去
る
二
月
一
〇
日
の
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
町
監
査
委
員
の
決
算
審
査
蔑

見
蕾
を
参
照
し
て
私
達
が
住
ん
で
い
る
町
の
財
政
専
業

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
み
つ
め
ま
し
ょ
う
。

決
算
審
査
意
見
書

結
論

昭
和
四
三
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計

の
決
算
額
は
前
年
度
に
引
き
続
い
て
上

昇
馨
た
ど
り
餞
入
総
額
二
億
五
千
六

五
二
万
円
、
歳
出
総
額
二
倍
四
千
四
二

六
万
円
で
差
引
一
千
二
二
六
万
円
の
繰

越
金
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
を
欝
す

る
と
自
己
財
源
に
乏
し
く
（
一
六
・
五

五
％
へ
町
税
、
使
用
料
、
事
務
、
財

蛮
収
入
）
依
存
財
源
（
七
÷
四
五
ガ

）
に
頼
っ
て
い
る
本
町
の
財
政
に
お
い

て
、
今
後
は
よ
り
一
層
効
率
的
な
予
算

運
用
に
留
惑
す
る
と
と
も
に
健
全
財
政

確
立
の
努
力
が
一
段
と
痛
感
さ
れ
る
。

財
政
逆
用
の
状
況

金
妓
的
に
み
て
健
全
で
あ
り
適
切
で

あ
っ
た
こ
圭
轟
め
る
。

㈲
　
歳
入
の
藷
に
つ
い
て

税
収
入
に
つ
い
て
は
前
年
度
同
様
に

良
好
な
殺
税
成
績
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

係
員
の
努
力
と
相
ま
っ
て
適
正
な
賦
課

と
関
係
職
風
が
一
方
な
ら
ぬ
徴
税
に
対

す
る
努
力
を
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し

たい。
㈲
簾
田
の
塾
汀
に
つ
い
て

適
切
な
財
政
計
画
の
も
と
に
予
舘
が

麗
成
さ
れ
て
お
り
執
行
に
も
効
率
的
な

頭
重
番
っ
て
藩
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
伺
わ
れ
る
が
他
力
本
願
的
な
町
瀞
聾

情
の
も
と
に
お
い
て
は
衝
、
一
層
の
効

率
的
運
用
と
財
政
怒
進
故
輩
に
金
箱
を

傾
げ
ら
れ
る
よ
う
望
む
。

○
決
等
算
の
適
否

綬
入
　
韻
出
と
も
に
腹
話
及
び
註
畜

類
を
照
合
し
て
箱
癌
慎
悪
に
誌
垂
を
行

な
っ
た
緒
環
計
類
字
に
誤
り
な
く
遵

法
、
不
当
支
出
は
醒
め
ら
れ
な
い
。
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国民年金保険料及び給付の

改定について

国民年金制度ができて今年10年目をむかえましたが、その

間、保険料及び給付の改定がありました。今度下記表のとおり

改定されることになりましたのでお鍋らせいたします。

保険料の移行

特例による　もの

上表でおわかりのことと思いますが所得比例制の導入は、本

年10月分から始まりますが、これは任窓的なものでより勘、保

険料を負担してより刺、給付を望む被保険者に応えるため、負

担能力のある者に対してできたものです。

次に給付の改定ですが、つぎのように変わりました。

老令年金の給付計算（支給は65才）
現行（定額分）

保険料200円×納付済期間（月数）＝年支給額

（免除の期間のある人はその期間中は上記で計錐された額

のlSを支給額とする）

改正（定額分）

保険料320円×納付済期間（月数）二年支給額

（免除の期間のある人は、その期間中は上記で打続された

額の光を支給額とする）

所得比例制の計算方法

100円×所得比例廃除料納付済期間＝年金額

この筑出された金額が上記定額分の支給額に加嬉されます。

（夫婦が年金iC加入されている場合、御主人だけ所得比例

制に加入することになっています）　　　　　　　以上。
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議
会
を
傍

聴
し
よ
う

遠
賀
町
話
合
第
一

回
定
例
会
が
去
る
一

月
三
〇
日
か
ら
二
月

一
〇
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
纂
応
答
一
般

質
問
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
が
二
月
九
日
以

外
は
傍
聴
者
が
極
め

て
少
な
い
あ
り
さ
ま

で
し
た
。
今
後
は
ぶ

る
っ
て
町
議
会
を
傍

摘
し
て
下
さ
い
。

ひ
　
っ
　
そ
り
し
た
傍
聴
席

さ
る
一
月
三
〇
日
に
招
集
さ
れ
た
遠

賀
町
議
会
第
一
回
定
例
会
は
乗
露
の
話

果
、
〓
強
襲
（
二
月
号
町
報
登
載
）

奮
簑
ど
お
り
可
決
、
ニ
請
願
は
不
採

択
と
な
り
二
月
一
〇
日
全
日
程
を
修
了

した。

請
　
碩

1
　
遠
賀
バ
イ
パ
ス
の
路
壁
塞
責

に
関
す
る
騎
顧

2
∴
東
町
公
民
分
館
付
属
住
宅
の
改
収

資
金
の
補
助
に
関
す
る
請
願

こ
こ
一
〇
年
間
の
歳
出
の
推
移

大
観
に
よ
る
給
与
引
上
げ
な
ど

Ⅱ
議
案
可
決
、
2
諮
願
不
採
択
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昭
和
四
五
年
度
公
立
高
楼
出
願
者
数
諷

発
酵
石
炭
か
ち
の
効
果
に
つ
い
て

本
町
出
身
者
、
医
学
博
士
竹
森
啓
厳
∴
∴
館
親
の
作
成
要
領
は
組
窮
経
済
課
始

氏
か
ー
皇
蓄
（
こ
と
に
牛
）
の
飼
料
と
　
導
係
に
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
を

し
て
有
効
適
切
な
讃
琵
石
炭
わ
ら
に
つ
　
十
分
に
活
用
し
て
生
産
を
よ
り
一
そ
う

い
て
照
会
が
あ
っ
た
の
で
関
係
者
に
お
　
高
め
て
下
さ
い
。

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

春
　
の
　
防
　
犯
　
運
　
動

若
松
税
務
署
か
ら
の
お
礼

遠
賀
町
の
皆
さ
ん
　
　
　
　
　
　
す
。
昭
和
四
四
年
分
葱
税
の
確
定
申

昭
和
四
五
年
一
月
末
日
で
遠
賀
町
か
　
告
と
納
税
（
妓
番
）
に
つ
き
ま
し
て
も

ら
　
国
税
未
納
者
は
皆
無
と
な
り
ま
し
　
自
主
細
説
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
す
よ

一
、
盗
犯
防
止
の
心
得

①
外
出
の
陳
、
う
か
っ
に
戸
締
り
を

忘
れ
る
と
必
ず
被
善
に
な
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
こ
と
。

⑪
丈
夫
な
鋲
が
た
い
せ
つ
な
財
産
を

守
る
秘
訣
で
す
。
錠
は
本
鍵
と
福
助

錠
を
、
効
果
の
あ
る
よ
う
に
工
夫
を

怠
ら
な
い
こ
と
。

⑨
　
泥
棒
の
恐
れ
る
の
は
監
視
の
目
で

す
。
外
出
の
際
は
隣
近
所
や
管
理
人

に
雷
雲
頼
み
、
ま
た
、
頼
ま
れ
た

ら
心
よ
く
引
受
け
、
不
審
番
に
は
声

を
か
げ
、
隣
組
の
防
犯
体
制
を
つ
く

り
た
い
も
の
。

④
　
長
期
間
留
守
を
す
る
と
き
は
、
非

常
ベ
ル
で
固
め
た
り
、
た
ま
っ
た
牛

乳
や
霜
関
で
泥
棒
か
ら
留
守
を
さ
と

ら
れ
な
よ
う
考
え
て
お
く
こ
と
。

⑤
目
撃
塗
と
車
上
ね
ら
い
が
ふ
え

て
い
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

○
ち
ょ
っ
と
で
も
必
ず
カ
ギ
を
か
け

る
こ
と
。

○
滞
空
駐
車
を
さ
け
、
監
視
人
の
い

る
場
所
に
軽
く
こ
と
。

○
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
必
ず
は
ず
し
、

ハ
ン
ド
ル
錠
を
か
げ
る
。

○
窓
ガ
ラ
ス
や
三
角
窓
は
確
実
に
諦

め
る
こ
と
。

○
牢
内
に
、
カ
バ
ン
や
品
物
を
放
置

し
な
い
こ
と
。

二
、
誘
か
い
防
止
の
心
得

県
下
で
は
、
一
ケ
月
に
誘
か
い
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
郵
件
が
二
律
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
次

の
躾
が
た
い
せ
つ
。

㊤
知
ら
な
い
人
か
ら
物
を
貰
っ
た

り
、
買
っ
て
貰
っ
た
り
し
な
い
こ
と

⑧
無
理
に
車
に
塞
誉
れ
た
り
、
抱

き
か
か
え
て
遮
れ
去
ら
れ
る
よ
う
な

と
き
は
、
大
声
で
助
け
を
求
ぬ
る
こ

と。
⑧
　
と
も
た
ち
が
、
知
ら
な
い
人
に
連

れ
て
行
か
れ
た
り
し
た
と
き
は
す
ぐ

近
く
の
人
に
知
ら
せ
る
。

④
　
外
に
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
必

ず
、
行
き
先
、
帰
る
時
刻
を
家
の

人
に
告
げ
る
謡
偶
を
つ
け
さ
せ
る
こ

と。

折
尾
警
察
署

検
針
補
助
臨
時
職
員
の
募
集

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
み
な
さ
ま
方
の
　
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

若
怒
蟹
暑

三
月
中
の
巡
回
交
通
事
故
相
談

三
月
二
五
日
（
水
）

一
〇
時
～
一
六
時

大
牟
田
市
役
所
　
会
議
室

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
補
助
臨
時
費

を
左
記
要
領
に
よ
の
婁
褒
い
た
し
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
役
場
水
道
頚
ま
で
履

歴
衛
を
添
え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下さい。

「∪

「
採
用
人
民

若
干
名
（
二
名
程
度
）

二
、
応
募
資
格

1
　
年
令
　
二
五
才
か
ら
四
五

才
ま
で
の
女
子

2
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

草
身
篭
健
な
人

三
、
業
務
内
容

各
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

補
助

四
、
麻
琵
締
切
日

昭
和
四
墨
筆
二
月
三
日



所
得
税
の
確
定
申
告
は

三
月
一
六
日
（
月
）
ま
で

に
し
て
下
さ
い

保
険
証
が
か
わ
り
ま
す

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
波
保
険
努
轟
（
藤
色
）
は
三
月
三

日
限
り
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

四
月
一
日
か
ー
宗
ら
し
く
桃
色
の
破

一
日
）
に
各
区
の
公
民
分
館
な
ど
に
係

員
が
出
謡
し
て
旧
保
険
証
と
引
き
替
え

に
新
保
険
豊
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

筒
、
日
時
は
後
日
に
お
知
ら
せ
し
ま

保
険
者
証
に
か
わ
り
ま
す
。
　
　
　
す
。

霧
に
は
三
月
末
日
（
三
〇
日
、
三

四
五
年
度
春
季
定
期
予
防
接
種
実
施
予
定

百
日
七
重
二
種
混
合

四
月
二
目

啓

　

　

　

　

痘

四
月
二
日

百
目
セ
キ
一
一
霜
混
合

四
月
一
三
日

百
日
セ
キ
三
種
混
合

五
月
一
五
日

一
回
昌

一
四
時
～
一
五
時

遠
賀
町
公
民
館

一
四
時
～
一
五
時

遠
賀
町
公
民
館

二
回
昌

一
四
時
～
一
五
時

遠
賀
町
公
民
館

三
回
自

一
四
時
～
一
五
時

遠
賀
町
公
民
館

該
当
者
謹
窺
、
生
後
三
ケ
月
か
ら
ま

だ
一
度
も
援
辞
し
た
こ
と
の
な
い
者

百
日
セ
キ
三
謹
漣
合
、
生
後
三
ケ
月

か
ら
初
回
の
番
及
び
昨
年
董
一
面
接

種
し
た
者
の
通
磐
実
施
し
ま
す
。

一
護
良
（
結
核
健
康
診
断
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
B
C
G
の
予
防
接
種

四
月
一
四
日
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

二
五
時
～
一
六
時
　
浅
木
小
学
授

四
月
一
六
日
　
B
C
G

I
火
の
用
心
－

一
五
時
～
一
六
時
　
浅
木
小
学
投

四
月
二
八
日
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

一
五
時
～
一
六
時
島
門
小
学
校

四
月
三
〇
日
　
B
C
G

一
五
時
～
一
六
時
鹿
田
小
学
校

五
月
　
六
日
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

一
四
時
～
一
五
時
遠
賀
町
公
民
館

五
月
　
八
日
　
B
C
G

一
四
時
～
一
五
時
　
遠
賀
町
公
民
館

該
当
者
生
後
二
ケ
月
か
ら
三
〇
才
未

満
の
着
金
貝

保
育
園
、
幼
経
国
、
学
接
も
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

一
級
住
民
レ
ン
ト
ゲ
ン
実
施

五
月
二
日
　
広
漠
、
患
浮
、
薯
松

五
月
一
二
日
　
鬼
津
、
尾
崎
、
別
府

五
月
三
一
白
　
木
守
、
上
別
府

吾
三
四
日
虫
生
津
、
東
町
、
西

町
、
浅
水

二
月
〓
ハ
日
　
蓮
賀
川
、
老
良

レ
ン
ト
ゲ
ン
時
聞
及
び
輯
所
は
四
月

号
町
報
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

家
庭
に
消
火
器
を
備
え
つ
け
ま
し
ょ
う

初
期
出
火
を
一
番
手
取
り
早
く
効
果

的
に
消
す
も
の
は
消
火
馨
で
す
。
常
に

消
火
諾
え
て
お
い
て
万
一
の
場
合

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
購
入
さ
れ
る
と

善
は
役
場
消
防
係
に
相
談
し
て
消
火
能

力
、
火
災
の
顛
取
扱
方
法
な
若
者

慮
し
て
ど
ん
な
も
の
を
貰
っ
た
ら
よ
い

か
を
決
め
て
下
さ
い
。

又
、
近
ご
ろ
悉
襲
不
良
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
だ
ま

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

引
　
揚
　
者
　
の
　
皆
　
様
　
へ

引
拷
著
特
別
番
金
の
手
続
は
、
三
　
請
求
し
て
な
い
方
は
役
務
窓
口
の
祉

月
末
で
時
効
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
念
で
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

献
血
会
々
員
加
入
に
つ
い
て

去
る
一
月
に
、
遠
賀
町
籠
献
血
掘

進
蟹
か
ら
赤
い
経
で
献
血
会
々
貝

加
入
の
お
す
ず
め
の
チ
ラ
シ
を
各
家
庭

に
蕗
精
し
ま
し
た
が
、
交
通
容
赦
番

や
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
入
院
患
者
の

た
め
、
お
互
に
献
血
を
し
、
親
子
、
兄

弟
で
非
常
の
晴
、
い
つ
で
も
心
竃
ず

献
血
憲
が
出
埴
る
よ
う
会
員
に
加
入

下
さ
い
。

近
日
中
に
冬
部
落
の
敵
襲
員

の
方
が
訪
問
さ
れ
、
加
入
の
．
お
す
ず

め
に
塗
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
加
入
下
さ
る
よ
う
◆
献
血
維

進
塩
類
会
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
は
じ
ま
る

こ
と
し
も
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月

十
三
日
ま
で
全
国
各
地
で
春
の
火
警

防
運
動
が
展
開
き
れ
ま
す
。

県
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
、
千

八
百
三
十
七
位
の
出
火
が
あ
り
、
死
者

四
十
四
人
、
負
傷
者
四
百
八
人
を
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
家
や
家
具
な
ど
の
火

災
損
書
類
は
十
八
億
七
千
六
百
五
十
六

万
円
に
の
ぼ
り
戦
後
轍
高
を
寵
録
し
て

い
ま
す
。

出
火
原
因
で
は
、
た
き
火
が
ト
ッ
プ

で
、
た
ば
こ
、
火
あ
そ
び
、
コ
ン
ロ
、

え
ん
と
つ
の
腰
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
最
近
で
は
、
県
民
生
活
の
都

市
化
、
多
横
化
で
、
危
険
物
施
饗
や
高

層
ビ
ル
、
地
下
街
が
多
く
な
り
、
火
災

賛
美
型
化
し
、
死
傷
署
や
贈
答
額

も
増
え
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
生
命
、
財
塵
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
つ
き
の
よ
う
な
点

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
慈
し
、
ふ
だ
ん
か
ら

予
災
予
防
の
窓
磐
高
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

0
－
家
庭
や
職
掌
無
念
な
ど
に

は
、
必
ず
消
火
器
か
消
化
用
水
を

備
え
、
ガ
ス
器
具
な
ど
は
毎
日
点

検
し
て
不
審
な
と
き
に
は
、
ガ
ス

「
：
言
＼
∴
　
－

星
香
典
返
し
お
礼
持
．

÷
　
　
　
　
　
　
・
r
　
】
　
T
ふ
…
ふ
・

次
の
方
々
か
ら
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

憩
会
に
御
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
靡
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
御
仏
の
薬
箱
を
お
祈
り
し
、
恕

上
を
借
り
て
塞
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
、
金
一
甜
∴
薔
箋
し

磐
田
三
郎
横

合
古
賀
柴
田
警
部
殿

改
発
ロ
リ
ヨ
桜

鬼
　
津
∴
∴
井
口
正
中

会
社
や
販
売
店
に
す
ぐ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

⇔
　
ま
た
、
火
を
つ
か
っ
た
ま
ま
外

出
し
た
り
、
霊
た
ば
こ
や
す
い
か

ら
を
投
げ
た
り
す
る
行
為
は
つ
つ

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
灰
皿

に
は
水
を
入
れ
て
俸
っ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

㊧
　
え
ん
と
つ
は
と
き
と
さ
そ
う
じ

し
、
ひ
び
割
れ
や
貫
通
邸
が
こ
げ

て
い
な
い
か
を
溜
べ
て
下
さ
い
。

石
油
コ
ン
ロ
の
シ
ン
の
取
り
替
え

や
修
理
は
、
専
門
店
に
し
て
も
ら

い
、
灯
油
や
重
油
な
ど
の
取
り
被

い
に
つ
い
て
は
、
近
ぐ
の
消
防
署

か
消
防
団
の
治
導
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

e
　
マ
ッ
チ
で
、
お
子
さ
ん
が
い
た

ず
ら
を
し
て
火
災
を
起
こ
し
た
例

も
多
い
の
で
、
使
っ
た
あ
と
は
、

手
の
と
ど
か
な
い
安
全
な
勘
所
に

お
い
て
く
だ
さ
い
。

万
一
火
災
が
お
こ
っ
た
と
き
は
、
あ

わ
で
ず
早
く
火
を
消
す
よ
う
に
つ
と
め

る
と
と
も
に
、
消
防
馨
に
す
ぐ
連
絡
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
消
防
災
蜜
媒
）

故
禁
固
轟

広
　
演

技
村
田
軽
率
棟

木
　
守

敢
田
中
車
裁
板

遠
賀
川

肇
本
漆
緑

薫
台

馨
ア
サ
様

舞
　
津

啓
簾
無
籍

別
　
婿

松
本
親
子
殿

村
田
東
天
殿

田
中
藍
沈
殿

岩
本
武
雄
殿

信
行
管
鴻
殿

泉
原
　
鐘


